




Discussions on the attachments observed in daily life related to houses 
-e various aspects and nature of attachments and related changes with time-























2002； 鈴木ら 2008； Hernandez et al.　2010），愛着の
性質（木野ら　2008; 加藤　2003），形成過程の構造化


































　はじめに , で述べたように , 多くの研究で用いられて
いる質問紙調査やヒアリング調査では , 調査時間が限ら
れているため , 愛着の調査方法としてより適切な調査方








憶・感情をできるだけ詳細に調査する。2010 年 12 月～














（1） 心が安らぐ　（2） なつかしい　（3） あたたかい　（4） 大切にしたい　（5） せつない　（6） 思い入れがある
（7） さみしい　（8） 手放したくない　（9） ほこらしい　（10） うれしい　（11） わくわくする　（12） しみじみする　
（13） いとおしい　（14） 落ち着く　（15） 暗い　（16） その他
Q5　対象との関係
（1） 対象と出会った年齢　（2） 愛着を感じ始めた年齢（3） 愛着を感じ始めたきっかけ　（4） 対象との接触頻度
（5） 対象との出会いのきっかけ
Q6　対象とともに思い浮かべる情景
（1） 人　（2） 季節　（3） 天候　（4） 時間帯
Q7　対象とともに思い浮かべる五感の印象




























22 歳－ 36 歳
高年者　（人）
44 歳－ 65 歳
合計
男性　（人） 8 8 16
女性　（人） 10 8 18
合計 18 16 34




























　22 歳から 63 歳までの男性 16 名，女性 18 名，計 34
名の回答を得た（表 3）。なお，22 歳から 65 歳に分布し
た回答者のうち，22 歳から 36 歳を若年，44 歳から 65
歳までを高年としている。日誌アンケートで得られた愛
着対象の数は，一人平均 3.6 ケース，計 122 ケース，「も





物（6 ケース）」，「寝具（5 ケース）」，「食器（3 ケース）」，
「乗り物（3 ケース）」，「日用品（3 ケース）」，「趣味（1
ケース）」となっていた。約 3 分の 1 を占める「家具」
には，ソファ・イス（11 ケース），タンスや棚などの収
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値の発見，Ⅵ：思い出）に異なる特徴が示された。
　調査は日誌アンケート（表 1）において , 愛着を感じ
た時，その意識に伴って生じた感情として 15 項目につ






























































































































































































Bowlby，J（1988）: A secure base: Parent-child 































究 . 研究発表大会概要集 （45）, 28-29
Hernandez,B., Martin,A.M., Ruiz,C. and Hidalgo,M.
C.（2010）: The role of place identity and place 
attachment in breaking environmental protection 
laws, Journal of Environmental Psychology 30，281-
288
金谷有子（2009）：愛着の縦断研究とその臨床応用への









ンパス周辺地域への愛着に関する研究 : その 2 場所へ
の愛着の形成と地域における行動への影響，日本建築
学会大会学術講演梗概集 . E-1, 1065-1066
佐藤浩一，越智啓太，下島裕美（2008）：自伝的記憶の
心理学，北大路書房
Scannell,L. and Gifford,R. （2010）: Defining place 
attachment: A tripartite organizing framework, 
Journal of Environmental Psychology,  30 ，1-10
園田美保（2002）：住区への愛着に関する文献研究，九
州大学心理学研究，3，187-196




想起の特性 : プルースト現象の日誌法的検討 . 認知心





とが 「住まいへの愛着」 の形成に及ぼす影響）. 人間・
環境学会誌 , 13（2）, 39.
吉岡むつみ , 松原斎樹（2010b）：住まいへの愛着の形成
過程における自然環境と五感の影響 . 日本建築学会近
畿支部研究報告集 . 環境系 , （50）, 9-12
吉岡むつみ , 松原斎樹（2010c）：五感で自然を感じるこ
とが 「住まいへの愛着」 に及ぼす影響 , 日本建築学会
大会学術講演梗概集 . D-1, 1065-1066
吉岡むつみ，松原斎樹：住生活における愛着の考察2018 9

